
本
会
議
の
代
表
質
問
か
ら

　
９
月
₂₉
日
・
₃₀
日
の
本
会
議
で
は
次
の
₁₆
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
て
、
市
政
の
各
般
に
わ

た
っ
て
市
長
や
関
係
理
事
者
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
今
号
で
は
、そ
の
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
民
党
＝
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
︑
共
産
党
＝
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
︑
公
明
党
＝
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団

民
進
党
＝
民
進
党
京
都
市
会
議
員
団
︑
日
本
維
新
の
会
＝
日
本
維
新
の
会
・
無
所
属
京
都
市
会
議
員
団
︑
京
都
党
＝
地
域
政
党
京
都
党
市
会
議
員
団

自

民

党
富　きくお
議員

（山科区）

﹁
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
﹂

︵
仮
称
︶の
設
置

Q
局
の
設
置
の
基
本
理
念
と
な
る

「
は
ぐ
く
み
文
化
」
に
込
め
る
市

長
の
思
い
は
。
ま
た
、
区
役
所
・
支
所

の
窓
口
再
編
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
面
の

整
備
や
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
を
連
携

さ
せ
る
職
員
の
配
置
や
育
成
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。
更
に
、
京
都
市
外
の
方

へ
の
取
組
も
必
要
で
は
。

A
「
子
ど
も
を
地
域
や
社
会
の
宝
と

し
て
大
切
に
育
む
生
活
文
化
」

を
「
は
ぐ
く
み
文
化
」
と
し
て
創
造
、

発
信
す
る
。
区
・
支
所
に
分
野
別
の
窓

口
を
設
置
し
、
子
ど
も
・
若
者
施
策
を

融
合
し
て
推
進
で
き
る
職
員
配
置
に
努

め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
職
員
を
育
成
す
る
。
10
月
新
設

の
「
は
ぐ
く
み
コ
ー
ル
」
で
市
外
の
方

へ
も
子
育
て
情
報
を
発
信
す
る
。

安
祥
寺
川・四
宮
川
の
整
備

Q
安
祥
寺
川
の
改
修
に
関
し
て
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
改
修

の
工
法
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
府
が

行
う
四
宮
川
改
修
に
関
し
て
も
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
把
握
し
、
早
期
に
工
事
が
完

了
す
る
よ
う
、
府
に
引
き
続
き
強
力
に

働
き
掛
け
、
本
市
が
協
力
で
き
る
こ
と

は
、
十
分
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

A
安
祥
寺
川
の
改
修
は
、
今
回
に

限
り
府
に
代
わ
り
市
が
行
う
。

安
祥
寺
川
は
現
在
の
河
川
の
地
下
に
水

路
ト
ン
ネ
ル
を
整
備
し
、
四
宮
川
で
は

河
床
を
掘
り
下
げ
る
。
い
ず
れ
も
改
修

に
相
当
の
年
数
を
要
す
る
た
め
、
完
了

ま
で
の
応
急
的
な
対
策
は
、
府
に
お
い

て
確
実
に
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
て

い
る
。
今
後
も
府
と
し
っ
か
り
と
連
携

し
、
早
期
の
事
業
完
成
を
目
指
す
。

繁　隆夫
議員

（伏見区）

都
市
鉱
山
の
活
用

Q
現
在
、
都
市
鉱
山
の
大
部
分
は

資
源
化
さ
れ
ず
、
焼
却
・
埋
立

処
分
さ
れ
て
い
る
。
東
京
五
輪
の
メ
ダ

ル
へ
の
都
市
鉱
山
活
用
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
に
先
駆
け
、
都
市
鉱
山

を
市
民
の
皆
様
が
身
近
に
実
感
し
や
す

い
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
活
用
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
行
方
を
見
え
る
化
し
た
分
別

促
進
モ
デ
ル
を
京
都
か
ら
発
信
す
べ
き
。

A
今
後
、
ご
み
の
量
を
ピ
ー
ク
時

の
半
分
以
下
に
し
、
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
一
層
の
推
進
と
そ
の
見

え
る
化
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
都

市
鉱
山
か
ら
回
収
し
た
金
を
₁₀₀
％
使
っ

た
京
都
マ
ラ
ソ
ン
の
優
勝
メ
ダ
ル
を
作

成
す
る
全
国
初
の
取
組
を
、
₂
₀
₁
₈

年
大
会
に
向
け
実
現
す
る
。

西村　義直
議員

（西京区）

手
話
言
語
条
例
制
定
後
の
取
組

Q
手
話
へ
の
理
解
の
促
進
及
び
普

及
の
た
め
に
、
市
民
が
手
話
に

興
味
を
持
て
る
取
組
等
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
行
政
窓
口
や
事
業
者

が
手
話
に
よ
る
適
切
な
情
報
提
供
を
行

う
た
め
の
研
修
や
、
学
校
に
お
け
る
理

解
の
促
進
が
重
要
だ
。
手
話
の
推
進
方

針
の
策
定
に
際
し
て
は
、
当
事
者
や
関

係
者
か
ら
幅
広
く
意
見
を
聴
く
べ
き
。

A
当
事
者
の
方
等
と
の
懇
話
会
で

の
意
見
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

推
進
方
針
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
本
市

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
手
話
体
験
や
、

職
員
向
け
手
話
研
修
の
充
実
、
観
光
旅

行
者
へ
の
対
応
も
含
め
た
事
業
者
等
向

け
の
研
修
を
実
施
す
る
。
更
に
、
生
徒

の
手
話
体
験
・
交
流
学
習
や
、
保
護
者

や
教
員
へ
の
啓
発
・
研
修
も
行
う
。

手話言語条例制定記念キックオフイベ
ントの様子

加藤　昌洋
議員

（中京区）

自
転
車
保
険
の
義
務
化

Q
自
転
車
同
士
の
事
故
が
増
加
傾

向
に
あ
る
中
、
自
転
車
保
険
の

加
入
義
務
化
の
検
討
が
必
要
で
あ
る

が
、
義
務
化
だ
け
で
は
実
際
の
加
入
増

加
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
も
聞
く
。
関

係
団
体
と
の
協
力
も
含
め
、
本
市
の
実

情
に
沿
っ
た
画
期
的
で
実
効
性
の
あ
る

制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
現
在
、
自
転
車
政
策
審
議
会
に

お
い
て
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事

業
者
も
含
め
た
条
例
に
よ
る
自
転
車
保

険
加
入
の
義
務
付
け
、
会
社
や
学
校
に

よ
る
通
勤
・
通
学
者
の
保
険
加
入
の
確

認
、
大
学
生
等
の
転
入
時
の
不
動
産
関

連
会
社
に
よ
る
保
険
の
情
報
提
供
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
る
。
今
後
、
審
議
会

や
市
民
等
の
意
見
を
伺
い
、
保
険
加
入

義
務
化
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
る
。

共

産

党
北山　ただお
議員

（山科区）

憲
法
及
び
平
和
安
全
法
制
へ
の
認
識

Q
安
倍
首
相
は
憲
法
改
定
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、「
緊
急
事
態
要

項
」
は
政
令
に
よ
る
自
治
体
の
長
へ
の

指
示
と
基
本
的
人
権
の
制
限
を
可
能
と

す
る
内
容
で
あ
る
。
憲
法
の
基
本
理
念

を
変
え
、
自
治
体
の
権
限
を
奪
う
よ
う

な
改
憲
に
は
反
対
し
、
戦
争
に
協
力
し

な
い
姿
勢
を
し
っ
か
り
示
す
べ
き
。

A
憲
法
の
在
り
方
は
、
平
和
の
理

念
、
原
則
を
大
切
に
し
つ
つ
、

緊
急
事
態
へ
の
対
処
を
含
め
、
国
民
全

体
で
議
論
が
深
め
ら
れ
る
べ
き
だ
。
平

和
安
全
法
制
は
、
国
際
社
会
の
平
和
と

安
定
へ
の
貢
献
等
に
つ
い
て
、
国
会
で

議
論
し
結
論
を
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
、
世
界
文
化
自
由
都
市
宣

言
の
下
、
引
き
続
き
平
和
の
実
現
に
向

け
て
不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
く
。

焼
却
灰
溶
融
施
設
と
ご
み
の
減
量

Q
焼
却
灰
溶
融
施
設
訴
訟
の
地
裁

判
決
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
等

を
求
め
た
本
市
の
訴
え
は
全
て
棄
却
さ

れ
た
が
、
今
後
市
民
に
負
担
を
か
け
な

い
決
意
を
示
す
べ
き
。
ま
た
、
埋
立
処

分
地
の
最
大
の
延
命
策
は
ご
み
減
量
化

で
あ
り
、
分
別
の
推
進
や
企
業
へ
の
ご

み
排
出
規
制
の
徹
底
が
必
要
で
は
な
い

か
。
有
料
指
定
袋
の
値
下
げ
も
求
め
る
。

A
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
現
在
控
訴

審
で
の
全
面
勝
訴
に
向
け
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
埋
立
処
分
地
の

延
命
策
は
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
の
答
申
も
踏
ま
え
、
効
果
的
な
対
策

を
検
討
、
実
施
す
る
。
有
料
指
定
袋
は
、

価
格
を
据
え
置
い
て
も
ご
み
量
が
増
加

に
転
じ
て
い
る
自
治
体
が
多
い
中
、
引

下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。玉本　なるみ

議員
（北区）

介
護
予
防・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

Q
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

に
よ
る
国
の
報
酬
の
引
下
げ
提

案
は
撤
回
す
べ
き
。
ま
た
、
介
護
認
定

を
受
け
な
く
て
も
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
簡
易
に
判
定
で
き
る
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
本
人
の

実
態
や
必
要
な
支
援
の
状
況
は
把
握
で

き
な
い
。
予
防
的
観
点
か
ら
も
専
門
家

が
在
宅
に
行
っ
て
把
握
す
べ
き
。

A
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
従

来
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
新
た
に

設
け
る
た
め
、
既
存
事
業
の
報
酬
を
引

き
下
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
総

合
事
業
の
利
用
手
続
時
に
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
導
入
す
る
が
、
希
望
に
よ
り
要

支
援
認
定
も
受
け
ら
れ
、
い
ず
れ
の
場

合
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
専
門

的
視
点
か
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。

山田　こうじ
議員

（右京区）

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

Q
中
小
企
業
は
、
倒
産
や
休
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
、
企
業
景
気
指

数
も
低
下
す
る
な
ど
、
厳
し
い
現
状
に

あ
る
。
成
長
企
業
の
支
援
も
大
切
だ

が
、
困
難
を
抱
え
る
中
小
企
業
へ
の
支

援
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。
他
都
市
の
事
例

に
学
び
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の

制
定
を
急
ぐ
べ
き
。

A
本
年
８
月
に
、
中
堅
・
若
手
の

中
小
企
業
経
営
者
を
中
心
に
、

経
営
課
題
を
業
種
横
断
的
に
議
論
し
、

実
効
性
あ
る
振
興
策
を
検
討
・
推
進
し

て
い
く
場
と
し
て
「
京
都
市
中
小
企
業

未
来
力
会
議
」
を
創
設
し
た
。
現
在
、

「
現
場
の
声
」
を
反
映
で
き
る
よ
う
、
精

力
的
に
議
論
・
検
討
を
進
め
て
お
り
、

必
要
な
場
合
に
は
、
条
例
に
よ
る
手
法

等
も
検
討
し
て
い
く
。

※

※

※

※

₂第８３号　平成２８年（２０１６年）１１月１５日



公

明

党
大道　義知
議員
（南区）

レ
ジ
リ
エ
ン
ト・シ
テ
ィ
戦
略
の

策
定
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

Q
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
が
公
募

す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
・
シ
テ
ィ

に
京
都
市
が
選
ば
れ
た
こ
と
を
機
に
、

京
都
の
特
性
を
活
か
し
た
「
レ
ジ
リ
エ

ン
ト
・
シ
テ
ィ
戦
略
」
を
早
期
に
策
定

し
、
体
制
整
備
を
図
る
べ
き
。
ま
た
、

市
民
協
働
に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
憲
章
や
条
例
の

制
定
を
検
討
す
べ
き
。

A
来
年
１
月
又
は
２
月
に
開
催
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
も

踏
ま
え
、
４
月
に
は
局
長
級
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
統
括
監
を
設
置
し
、
取
組
の
推

進
体
制
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
29
年
度

内
に
策
定
す
る
「
京
都
市
版
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
戦
略
」
に
市
民
協
働
の
視
点
を
盛

り
込
む
と
と
も
に
、
憲
章
等
の
制
定
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

𠮷田　孝雄
議員

（伏見区）

自
転
車
政
策

Q
本
市
の
自
転
車
政
策
は
大
き
く

前
進
し
た
が
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
の
導
入
に
は
課
題
が
多
い
た
め
、シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
の
今
後
の
方
向
性
を
含
め
、

走
行
環
境
整
備
の
前
進
、
啓
発
活
動
の

充
実
な
ど
、
本
市
の
自
転
車
政
策
の
充

実
強
化
へ
の
方
向
性
と
施
策
展
開
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
う
。

A
現
在
、「
京
都
・
新
自
転
車
計

画
」
に
基
づ
き
、
走
行
環
境
整

備
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
、

学
校
で
の
自
転
車
教
室
、
大
学
生
へ
の

啓
発
等
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
あ
り
き
で
は

な
く
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
の
実

態
調
査
を
踏
ま
え
、
本
市
の
特
性
を
活

か
し
た
安
全
・
快
適
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
実
現
を
目
指
す
。

「京都・新自転車計画」の表紙

かわしま　優子
議員

（伏見区）

書
道
文
化
の
振
興

Q
文
化
庁
の
京
都
へ
の
移
転
に
向

け
、
和
の
文
化
を
よ
り
一
層
深

め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
書
」

の
振
興
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。
美
術

館
の
再
整
備
に
あ
た
っ
て
、「
書
」
に

つ
い
て
専
門
的
に
展
示
し
、
所
蔵
、
研

究
、
教
育
、
普
及
、
交
流
活
動
を
行
う

書
道
芸
術
の
発
信
拠
点
と
な
る
よ
う
な

場
所
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
美
術
館
再
整
備
に
伴
う
取
組
と

し
て
、
今
後
、
企
画
展
や
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
展
の
中
で
「
書
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
展
示
等
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
学
校
や
家
庭
等
で
の
書
初
め
や
書

道
団
体
の
展
覧
会
、
書
道
家
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
、
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
「
書
」
の
文
化
が
一
層
身
近
な
存

在
と
な
る
よ
う
市
民
と
共
に
取
り
組
む
。

民

進

党
中野　洋一
議員

（東山区）

民
泊
対
策

Q
住
居
専
用
地
域
で
の
民
泊
は
厳

し
く
制
限
す
べ
き
。
ま
た
、
町

屋
や
長
屋
を
守
り
活
用
す
る
こ
と
は
理

解
す
る
が
、
大
通
り
に
面
し
た
も
の
に

限
っ
て
許
可
す
べ
き
で
は
。
さ
ら
に
、

旅
館
業
法
・
消
防
法
等
を
確
実
に
守
っ

て
も
ら
う
た
め
、
違
反
者
に
莫
大
な
罰

金
を
課
し
て
は
ど
う
か
。
民
泊
運
営
の

ル
ー
ル
作
り
の
理
念
と
方
向
性
を
伺
う
。

A
今
後
、「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致

方
針
」
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
結
果
も
踏
ま
え
、
新
た
な
ル
ー

ル
を
定
め
た
指
導
要
綱
を
策
定
す
る
。

ま
た
国
に
対
し
、
地
域
の
実
状
に
応
じ

た
運
用
や
、
法
令
遵
守
等
の
対
策
強
化

を
要
望
し
て
お
り
、
民
泊
新
法
の
審
議

状
況
も
踏
ま
え
、
住
居
専
用
地
域
な
ど

個
々
の
取
扱
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

山本　ひろふみ
議員

（伏見区）

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
な
ど
の

位
置
情
報
ゲ
ー
ム
の
活
用

Q
「
位
置
情
報
ゲ
ー
ム
の
活
用
を
目

指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

会
議
」
が
局
横
断
で
結
成
さ
れ
た
が
、

現
在
の
検
討
状
況
は
い
か
が
か
。
位
置

情
報
ゲ
ー
ム
や
ア
プ
リ
を
積
極
的
か
つ

安
全
に
活
用
し
、
観
光
の
時
期
や
観
光

エ
リ
ア
の
分
散
化
、
地
域
や
文
化
財
の

歴
史
・
文
化
の
発
信
な
ど
に
努
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
組
は
。

A
現
在
、
関
係
部
局
に
お
い
て
、

観
光
の
振
興
や
分
散
化
、
地
域

の
活
性
化
、
文
化
の
振
興
、
歩
く
ま
ち
、

健
康
長
寿
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
、
安

全
面
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
具
体
的
な
活

用
ア
イ
デ
ア
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

全
職
員
に
対
し
て
も
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
て
い
る
。
今
後
、
活
用
案
を
集
約
し
、

開
発
会
社
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

「位置情報ゲームの活用を目指した
プロジェクトチーム会議」の様子

日
本
維
新
の
会

こうち　大輔
議員

（右京区）

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

Q
平
成
13
年
７
月
以
降
、
審
議
会

が
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
門

川
市
政
に
お
い
て
は
、
一
度
も
委
員
が

選
任
さ
れ
て
い
な
い
。
現
状
で
は
特
別

職
の
報
酬
が
審
議
会
の
意
見
や
議
論
が

な
い
ま
ま
に
決
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民

に
対
し
議
論
の
中
身
も
踏
ま
え
て
オ
ー

プ
ン
に
し
、
決
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
市
長
の
給
料
等
は
、
平
成
13
年

３
月
か
ら
15
％
、
平
成
21
年
１

月
か
ら
は
20
％
の
カ
ッ
ト
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
カ
ッ
ト
後
の
市
長
の
給
料

等
の
額
は
他
都
市
等
と
比
較
し
て
も
低

く
、
カ
ッ
ト
率
は
一
般
職
員
を
大
幅
に

上
回
る
。
こ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
直

ち
に
委
員
を
選
任
し
、
審
議
会
の
意
見

を
聴
く
状
況
に
は
な
く
、
今
後
の
開
催

は
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

同
会
派
の
そ
の
他
の
質
問
議
員

菅谷　浩平
議員
（北区）

京

都

党
村山　祥栄
議員

（左京区）

市
営
住
宅
の
管
理

Q
新
築
後
未
入
居
の
物
件
は
早
急

に
公
募
等
を
行
い
、
退
去
後
に

整
備
さ
れ
ず
募
集
停
止
と
な
っ
て
い
る

物
件
は
、
整
備
費
用
を
見
直
し
速
や
か

に
公
募
す
べ
き
。
ま
た
、
収
入
超
過
世

帯
へ
の
積
極
的
な
指
導
や
法
令
整
備
も

含
め
た
改
善
と
、
共
有
部
分
の
占
有
や

ペ
ッ
ト
の
飼
育
等
の
不
適
正
な
利
用
者

に
対
し
て
の
管
理
や
指
導
も
行
う
べ
き
。

A
新
築
未
入
居
住
戸
の
多
く
は
、

移
転
交
渉
用
に
確
保
し
て
い

る
。
退
去
後
の
整
備
・
公
募
は
、
国
の

補
助
金
も
活
用
し
、
費
用
対
効
果
の
高

い
取
組
を
行
う
。
収
入
超
過
世
帯
に
は
、

家
賃
の
引
上
げ
に
よ
り
明
渡
し
を
促
し
、

高
額
所
得
世
帯
に
は
訴
訟
も
視
野
に
入

れ
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
不
適
正
な

使
用
に
も
粘
り
強
く
指
導
し
て
い
く
。

同
会
派
の
そ
の
他
の
質
問
議
員

大津　裕太
議員

（中京区）

※

※

※

※

※
都
市
鉱
山

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
携
帯
電
話
等
、

小
型
家
電
製
品
に
含
ま
れ
る
レ
ア
メ
タ

ル
等
の
再
利
用
で
き
る
金
属
を
、
都
市

に
お
い
て
採
掘
可
能
な
資
源
と
見
立

て
、「
都
市
鉱
山
」
と
呼
ぶ
。

※
手
話
言
語
条
例

本
年
４
月
に
施
行
し
た
「
京
都
市
手
話

言
語
が
つ
な
ぐ
心
豊
か
な
共
生
社
会
を

目
指
す
条
例
」

※�

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援��

総
合
事
業

地
域
の
住
民
等
の
多
様
な
主
体
が
参
画

し
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
で
、
要
支
援
者
等
に
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
支
援
等
を
行
う
た
め
創
設
さ

れ
た
事
業
。
本
市
で
は
平
成
29
年
４
月

開
始
。

※
基
準
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス

右
記
事
業
に
つ
い
て
、
現
行
の
「
介
護

予
防
訪
問
介
護
」「
介
護
予
防
通
所
介

護
」
相
当
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
事
業
者

の
指
定
基
準
を
緩
和
し
た
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
が
設
け
ら
れ
る
。

※
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
・
シ
テ
ィ

災
害
や
混
乱
等
に
耐
え
、
可
能
な
限
り

早
急
に
復
旧
し
、
よ
り
強
靭
に
な
る
こ

と
を
目
指
す
都
市

※
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

自
転
車
の
貸
出
拠
点
を
街
中
に
複
数
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が
ど
こ

で
も
借
り
た
り
返
し
た
り
で
き
る
制
度

※
「
宿
泊
施
設
拡
充
・
誘
致
方
針
」

本
市
の
宿
泊
施
設
の
拡
充
及
び
誘
致
並

び
に
「
民
泊
」
に
関
す
る
総
合
的
な
考

え
方
や
施
策
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
も

の※
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

特
別
職
（
議
員
・
市
長
・
副
市
長
）
の

給
料
等
の
額
に
つ
い
て
意
見
を
聞
く
た

め
の
、
学
識
経
験
者
等
の
委
員
で
構
成

す
る
第
三
者
機
関

用
語
解
説

3 京都市会だより




